
オンライン学科視聴前に学科教習の受講に際して（注意事項） 

①対面学科とオンライン学科

                                                        

 対面学科は従来通り教習所の教室で指導員の講義を受講する学科で当日原簿に印鑑が押されます。 

オンライン学科はご自宅などでスマートフォン等を利用して録画教材を視聴する学科で翌営業日以降に 

原簿に印鑑が押されます。 

 

②オンライン学科の受講方法 

 オンラインによる学科の受講方法でも従来の教習所の教室での学科授

業と同等の姿勢・態度・質を保っていることが求められます。 

 ●周囲に人がいない  ●机がある静かな環境  ●座って             

 ●端末は机に固定して ●集中して視聴                                 

【教室と同様の環境と受講態度で視聴してください】 

 

③注意事項                                                                 

 ※ 録画教材は再生を開始すると途中で一時停止できません。1 時限(約50分)を継続して視聴できる 

     時間的余裕があり、かつ、体調が良好な場合にのみ視聴を始めてください。 

 ※ 居眠り・よそ見・他人との会話・その他教習と関係ない行為を行うとシステムが警告します。警告 

     に従わないと「NG」と記録されます。また、複数回にわたり「NG」が記録されると、再生が途中で 

     停止し、最初から視聴し直す必要があります。 

④視聴方法                                                                

 録画教材をスムーズに再生できる通信環境と画面側にカメラ(インカメラ)のある端末(スマホ・iPad・ 

パソコン) を用意してください。（✕Android 版タブレットは動作検証外 スマホをテレビに映して視 

聴する(ミラーリング)もNG判定になります。）本システムは、AI顔認証システムを用いて50分間の受講 

中にシステムが無作為に顔認証を行います。継続視聴していることが確認されるよう、カメラ位置や距 

離、受講姿勢に注意してください。 

また教習成否の判定のため視聴途中でシステムが無作為に受講態度を撮影します。視聴中は画面をよく 

見て、教室と同様に教習に専念してください。カメラから目線がそれるとNG判定になります。オンライン 

学科では「画面に顔を向けて視聴する」ということを優先するようにしてください。 

教科書を確認する・メモを取るなどの行為は、初めて視聴する際には行わず、再受講の際に行ってく 

ださい。１度視聴を完了すれば同じ学科を次回視聴する際に、一時停止・早送りなどできますので、 

その時にメモなどをお取りください。 

  視聴時間の残り時間に関係なく、途中で再生が停止した場合は、教習不成立となり最初から視聴し直す 

必要があります。 

●電話の着信があった ●他のアプリを起動した ●画面を最小化した 

●設定していたアラームが鳴った ●視聴途中で通信回線が遮断された 

など原因に関わらず、通信が遮断された場合 

※Wi-Fi の切断や電話を受信した等、画面が切り替わったなどはすべて 

NG となります。仮に教習所側の障害が原因だとしても再生が停止した 

                     場合は、最初から視聴し直す必要があります。 

 

★回線が切れた場合等の救済措置はありません★ 

★不安な方はなるべく対面学科の受講をお勧めします★ 
 

視聴を終了しても、受講に専念していない態度があると、後日、教習不成立となり、最初から視聴し直す必要があります。 

 



 

 
 


